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一生に一度の晴れ舞台「成
人式」。今年は新型コロナ
ウイルスの影響で、５月２
日に挙行されました。桜の
花が満開の中での成人式。
日本の春を象徴する薄紅の
桜と、華やかな晴れ着の競
演は見事で、春の成人式も
良いと、しみじみ感じまし
た。新しく成人を迎えられ
た皆さま、ご親族の皆さ
ま、誠におめでとうござい
ます。（撮影場所／西町）今月の表紙 ●お問い合わせ先　総務課広報交通係 ☎32-2511

広
報
仁
木
で
は
、

広
報
の
表
紙
を
飾

る
、
町
内
の
四
季

を
切
り
取
っ
た
写

真
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
だ
け
で
な

く
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
撮
影
い

た
だ
い
た
写
真
で

も
構
い
ま
せ
ん
。

『
と
っ
て
お
き
の

仁
木
町
』
の
写
真

を
、
ぜ
ひ
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
応
募

方
法
な
ど
詳
し
く

は
、
下
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

表
紙
写
真
募
集
中

特
　集

第
６
期
仁
木
町
総
合
計
画

ま
ち
づ
く
り
10
年
の
指
針

仁木町地域おこし協力隊コラム

●ひとの動き　（令和３年４月30日現在 住民基本台帳より）
　人口／3,161人（前月比＋14）  男性／1,538人（前月比＋14）  女性／1,623人（前月比±０）  世帯数／1,663世帯（前月比＋11）
　外国人人口／60人  男性／７人  女性／53人  世帯数／55帯　※外国人人口及び世帯数は外数です

域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
期
も

残
す
と
こ
ろ
約
１
年
と
な
り

ま
し
た
。
時
間
が
た
つ
の
が
と
て
も

早
く
感
じ
ま
す
。
仁
木
町
に
来
た
当

初
は
、
右
も
左
も
わ
か
ら
ず
、
こ
の

土
地
で
暮
ら
し
て
い
け
る
の
だ
ろ
う

か
？
と
い
う
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。

で
す
が
、
い
ざ
住
ん
で
み
る
と
自
然

に
恵
ま
れ
、
食
べ
物
に
恵
ま
れ
、
人

に
恵
ま
れ
、
至
れ
り
尽
く
せ
り
な
環

境
で
し
た
。
仁
木
町
の
こ
と
を
好
き

に
な
る
の
に
時
間
は
か
か
ら
な
か
っ

た
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
町
外
か

ら
来
て
く
れ
た
人
た
ち
も
「
仁
木
町

は
と
て
も
良
い
と
こ
ろ
だ
ね
」
「
景

色
が
綺
麗
」
「
体
験
移
住
と
か
で
き

た
り
す
る
の
？
」
と
仁
木
町
に
興
味

が
湧
い
た
り
好
き
に
な
っ
て
く
れ
る

人
が
多
か
っ
た
で
す
。
や
っ
ぱ
り
知

れ
ば
好
き
に
な
る
人
は
多
い
と
感
じ

ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
で

去
年
１
年
は
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
中
止

に
な
り
、
と
て
も
寂
し
く
感
じ
る
１

年
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
す

が
、
そ
の
反
面
で
田
舎
町
へ
の
移
住

や
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
化
が
注
目
さ

れ
、
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
い
う
機
会
が

必
ず
し
も
減
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
実
際
に
来
て
も
ら
う
こ
と
は

地

仁木町
地
域

お
こし協力

隊
コ
ラ

ム

No.39

なぁ～に。地域をおこすって

仁木町地域おこし協力隊コラム
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で
き
な
く
て
も
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
よ

り
、
広
い
形
で
の
Ｐ
Ｒ
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に
来
て

も
ら
っ
て
わ
か
る
良
さ
が
あ
り
ま
す

し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
だ
け
で
伝
え
き
れ

な
い
こ
と
は
多
い
で
す
。
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
終
息
し
、
マ
ス
ク
を
つ
け

ず
に
沢
山
の
人
が
仁
木
町
に
集
ま
る

光
景
を
ま
た
見
た
い
で
す
。

　
任
期
終
了
ま
で
残
す
と
こ
ろ
約
１

年
。
不
安
が
全
く
無
い
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
任
期
終
了
後
も
仁
木

町
に
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
活
動
し

て
い
き
ま
す
。
今
ま
で
ど
お
り

Y
o
u
T
u
b
e

に
よ
る
発
信
や
各
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
と
お
し
て
の
Ｐ
Ｒ
、
ま
た
町
の

映
像
制
作
を
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
お
付
き
合
い
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地域おこし協力隊

嶋 倉  健 悟

オンラインなど新しいPR活動で
仁木町の魅力を発信していきます
オンラインなど新しいPR活動で
仁木町の魅力を発信していきます



※ 21　森林環境譲
与税
森林環境を整備し、
水源確保など森林の
公益的機能を守るた
めの費用を、国民か
ら広く薄く税を徴収
することによりまか
ない負担しようとす
る税制度のうち、国
から都道府県や市町
村に譲与されるもの
のこと。

２ 森林環境の保全

現状の課題
　森林は木材生産機能を始め、水源涵養機能や山地災害防止機能、生活環境保全機能、
保健文化機能など多面的な機能を有しており、人々の生活と密接に結び付いています。
　近年は製材価格の低迷による所有者の経営意欲の低下や担い手の不足等が大きな課題
となっており、これまでの森林整備事業と新たに創設された森林環境譲与税※21 を活用
した森林管理をどのように進めていくか検討する必要があります。

基本方針と主な施策
①森林施業・基盤整備の促進
　森林組合を中心とした森林施業の協業化や、林道整備など林業に関する基盤整備を
図ります。

主な施策 ○ 林道及び作業道等基盤整備
○ 森林整備事業の推進

②森林の保全・育成と総合的利用
　森林のもつ水資源の涵養や、災害防止などの多面的機能の持続的発揮に向けた森づ
くりに努めます。

主な施策 ○ 森林資源の育成、保全
○ 森林愛護の啓発

関連する部門別計画
○ 仁木町森林整備計画（平成 30年４月策定）

関連するＳＤＧｓの目標

果実とやすらぎの里・仁木町

91

TM

町
民
に
質
の
高
い
教
育
を

町
民
に
生
活
の
潤
い
を

町
民
と
と
も
に
推
進
す
る

ま
ち
づ
く
り
を

町
民
に
健
康
と
安
心
を

町
民
と
と
も
に
築
く

豊
か
で
活
力
あ
る
産
業
振
興
を

　
急
速
に
変
化
す
る
社
会

情
勢
の
中
で
、
仁
木
町
が

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
町

政
運
営
を
行
う
た
め
、
町

が
目
指
す
将
来
像
や
そ
の

実
現
の
た
め
の
方
向
性
・

施
策
な
ど
を
示
し
た
町
の

最
上
位
計
画
が
総
合
計
画

で
、
町
民
の
ま
ち
づ
く
り

活
動
や
、
行
政
活
動
、
国

や
道
な
ど
の
広
域
行
政
と

の
連
携
に
お
け
る
指
針
と

し
て
の
役
割
を
持
ち
ま

す
。

　
こ
の
度
策
定
し
た
第
６

期
仁
木
町
総
合
計
画
で

は
、
町
の
将
来
像
を

「
『
果
実
と
や
す
ら
ぎ
の

里
・
仁
木
町
』
魅
力
あ

基
本
目
標

ま
ち
づ
く
り
10
年
の
指
針

第
６
期 
仁
木
町
総
合
計
画

　
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
12
年
度
ま
で
の
10
年
間
を
計

画
の
期
間
と
し
て
策
定
さ
れ
た
「
第
６
期
仁
木
町
総
合

計
画
」。

　
今
月
の
特
集
で
は
、
こ
の
先
10
年
間
の
仁
木
町
ま
ち

づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
第
６
期
仁
木
町
総
合
計
画
」

に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

魅力ある、住みよい、個人の主体性と地域の共生・調和を大切にするまち

る
、
住
み
よ
い
、
個
人
の

主
体
性
と
地
域
の
共
生
・

調
和
を
大
切
に
す
る
ま
ち

〜
す
べ
て
は
未
来
の
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
〜
」
と

位
置
付
け
、
そ
の
将
来
像

の
実
現
の
た
め
、
５
つ
の

基
本
目
標
を
設
定
す
る
と

と
も
に
、
最
近
よ
く
耳
に

す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可

能
な
開
発
目
標
）
と
の
関

連
付
け
を
明
記
し
て
い
ま

す
。

　
町
の
将
来
像
の
実
現
を

目
指
し
、
こ
れ
か
ら
様
々

な
取
組
を
進
め
、
更
な
る

住
み
よ
い
、
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

～すべては未来の子どもたちのために～

『果実とやすらぎの里・仁木町』仁木町の将来像

本町の強みである恵まれた気候条件と自然環境、地理的条件を活かした農業・
観光の更なる振興を図るとともに、町民にとって住みよい、町外の人にとって
訪れてみたい魅力あるまちを目指します

魅力ある、住みよい

より良いまちをつくるため、町民一人ひとりが主体性をもち、それぞれの立場
で主人公になることができるまちづくりの推進を目指します個 人 の 主 体 性

人や地域のそれぞれの個性や独自性を尊重するとともに、人と地域の共生・調
和を大切にし、町全体が一体となったまちづくりを目指します地域の共生・調和

これから産まれてくる子どもたちが本町で希望をもって成長し、安心して生活
することができるよう、行政だけではなく、企業、民間団体、そして様々な世
代の町民が一体となったまちづくりを通じ、本町の持続的な発展を目指します

す べ て は 未 来 の
子どもたちのために

　
総
合
計
画
で
は
、
人
口
減
少
に
伴
う
産
業
の
担
い
手
・
労
働
力
不
足
を
は

じ
め
、
生
活
環
境
の
不
便
さ
、
公
共
施
設
・
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
な
ど
仁
木

町
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
を
解
消
し
、
目
指
す
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
、

５
つ
の
基
本
目
標
を
定
め
て
い
ま
す
。
こ
の
目
標
達
成
に
向
け
、
様
々
な
施

策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

SDGsと総合計画
　よりよい世界の実現のため、持続的に取り組むこ
とができる国際的な開発目標が、SDGsです。地方
創生のため、国内の地方公共団体でも、SDGsへの
積極的な取組が不可欠とされており、総合計画でも
SDGsの17の国際目標と関連付けを行っています。

エスディージーズ

SDGsの17の国際目標

この取組が、仁木町の
まちづくり・国内の地
方創生、さらには、より

良い世界の実
現にどうつな
がるかが分か
ります。

仁
木
町
の
活
力
あ
る
未
来
を 

町
全
体
の
協
働
で

総
合
計
画
と
は

５
つ
の

●地域全体で積極的な健康づくりの取組を進めるとともに、新型感染症
に対応した環境整備、正しい知識の普及啓発などに努めます。
●子ども子育て支援拠点の整備、妊娠期から出産後まで、子どもの成長
に応じて必要な支援が行える体制づくりを推進します。
●地域における防災力向上に向けた取組を通じて、災害に強いまちづく
りを推進します。

町民に健康と安心を
❶

●家庭・学校・地域が一体となり、子どもたちが健やかに育ち、新しい
時代に対応した生きる力を身に付けられるよう、学校のあり方に関す
る検討を進めるとともにより良い教育環境づくりを進めます。
●各世代が心豊かな生活を送れるよう、生涯学習やスポーツ・文化に親
しむ環境整備を進めます。

町民に質の高い教育を
❷

●町民ニーズを踏まえた地域公共交通の見直しや、町内全域にインター
ネット環境を整えることで、IoTや人工知能などの先端技術の普及を
促進するなど、地域課題の解決に向けた取組を進めます。
●移住・定住に向けた住環境の整備への支援など、人口減少を抑えつ
つ、住みよいまちづくりを目指します。
●生活に欠かすことのできない水道や道路などの計画的な改修などを図
り、心地よく、安心して生活できる環境の整備に努めます。

町民に生活の潤いを
❸

●安定的・持続的な農業経営の確立やICTの活用・普及などを推進します。
●若者の雇用の確保、人材育成を図るとともに、新たな産業構造やテレ
ワークなどの就労形態の変化に対応した支援と企業誘致・連携を推進
し、総合的な視点から産業振興を図ります。
●豊かな地域資源やイベントなど、町の魅力を町内外へ積極的に発信す
るほか、今後予定される一般国道５号倶知安余市道路の開通に向けた
取組を推進し、観光振興に努めます。

町民とともに築く豊かで
活力ある産業振興を

❹

●まちづくりへの参画機会の充実、協働のまちづくりを進めるため、広
報・広聴活動の充実を図りながら、町民一人ひとりがそれぞれの立場
で主役となり、町民、事業者、地域、行政がふれあい、交流すること
で仁木町らしいまちづくりを推進します。
●効果的・効率的な行財政運営を意識しながら、町民ニーズに対応でき
る体制づくり及び持続可能なまちづくりを推進します。

町民とともに推進する
まちづくりを

❺

ま
ち
づ
く
り
10
年
の
指
針

第
６
期 
仁
木
町
総
合
計
画

町民に健康と安心を
❶

町民に質の高い教育を
❷

町民に生活の潤いを
❸

町民とともに築く豊かで
活力ある産業振興を

❹

町民とともに推進する
まちづくりを

❺

総
合
計
画
と
の
関
連
付
け

総
合
計
画
と
の
関
連
付
け

こ
う
い
き
ぎ
ょ
う
せ
い

ろ
う
き
ゅ
う
か

エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

しんこう

しゅうろうけいたい

さんかく きょうどう

た
よ
う
か

て
ん
か
ん
き

し
ん
ぎ

　
少
子
高
齢
化
の
更
な
る
進
行
や
、

高
度
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
、
新
型
感

染
症
の
拡
大
に
伴
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
・
働
き
方
の
多
様
化
な
ど
、
大
き

く
変
化
す
る
社
会
情
勢
を
捉
え
な
が

ら
、
よ
り
積
極
的
な
ま
ち
づ
く
り
、

魅
力
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
策
定
し

た
「
第
６
期
仁
木
町
総
合
計
画
」
。

　
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
関
係
団
体

ヒ
ア
リ
ン
グ
や
初
の
試
み
で
あ
る
町

民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
、
審
議

会
委
員
の
皆
さ
ま
に
も
参
画
い
た
だ

き
、
「
生
の
声
を
聴
く
」
こ
と
を
意

識
し
な
が
ら
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
と

も
に
一
丸
と
な
っ
て
策
定
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　
今
後
、
仁
木
町
も
一
般
国
道
５
号

倶
知
安
余
市
道
路
の
開
通
や
町
全
域

へ
の
光
フ
ァ
イ
バ
整
備
な
ど
、
歴
史

的
転
換
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る

中
で
、
先
人
た
ち
が
築
き
上
げ
た
仁

木
町
を
、
ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ
、

後
世
に
残
し
て
い
く
か
と
い
う
想
い

を
町
民
の
皆
さ
ま
と
共
有
し
つ
つ
、

仁
木
町
全
体
の
協
働
に
よ
っ
て
、
活

力
あ
る
町
の
発
展
を
目
指
し
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

か
い

3 令和３年５月 2令和３年５月
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ま ち の 話 題
町で起こった  あんな事！ こんな事！

町内のできごと、行事、イベントなどを写真付きで
ご紹介。町では広報紙、ホームページ、ＳＮＳなど
へ掲載のため、撮影・取材活動を行っています。皆
さまのご理解とご協力をお願いします。

NEWS

　
４
月
20
日
、
仁
木
小
学
校
、
23
日
に
銀
山
小
学
校
、
28

日
に
は
大
江
へ
き
地
保
育
所
で
、
新
入
学
・
新
入
園
の
季

節
に
合
わ
せ
、
交
通
安
全
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
交
通
安
全
教
室
で
は
、
余
市
警
察
署
仁
木
駐
在
所
の
荒

川
暢
所
長
、
銀
山
駐
在
所
の
長
谷
川
博
伸
所
長
、
仁
木
町

交
通
安
全
推
進
委
員
会
の
交
通
安
全
指
導
員
が
指
導
に
当

た
り
、
信
号
の
見
方
、
横
断
歩
道
の
渡
り
方
、
自
転
車
の

交
通
ル
ー
ル
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
指
導
に
当
た
っ
た
荒
川
所
長
は
「
子
ど
も
た
ち
は
、
新

し
い
環
境
の
中
で
楽
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
こ
の
楽
し
い
毎
日
を
壊
さ
な
い
よ
う
、
ご
家
庭
で
も

交
通
安
全
学
習
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
子
ど
も
た
ち
の

中
に
交
通
安
全
の
意
識
を
し
っ
か
り
定
着
さ
せ
て
欲
し

い
」
と
お
話
し
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

町
内
で
交
通
安
全
教
室
開
催

子
ど
も
た
ち
に
交
通
安
全
意
識
を

　
北
海
道
警
察
余
市
警
察
署
銀

山
駐
在
所
に
新
し
い
駐
在
所

長
、
長
谷
川
博
伸
巡
査
部
長
が

着
任
し
ま
し
た
。

　
長
谷
川
巡
査
部
長
は
、

「
今
後
、
銀
山
地
域
だ
け

で
な
く
、
町
全
体
で
北
海

道
新
幹
線
工
事
や
後
志
自

動
車
道
工
事
の
関
係
車
両

増
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
事

故
の
無
い
安
心
・
安
全
な

仁
木
町
を
作
り
上
げ
る
た

め
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の

で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

お
話
し
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
・
安
心
警
ら
隊

命
を
守
る
大
切
な
約
束

　
４
月
20
日
、
町
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
、
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
・
安
心
警
ら

隊
（
中
川
博
喜
隊
長
）
と
仁
木
駐
在
所

の
荒
川
所
長
が
、
仁
木
小
学
校
の
新
小

学
一
年
生
の
下
校
見
守
り
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　
下
校
を
前
に
、
同
隊
の
志
津
照
男
さ

ん
は
「
皆
さ
ん
は
家
族
の
皆
さ
ん
だ
け

で
な
く
、
地
域
全
体
の
宝
物
で
す
。
決

し
て
事
故
に
遭
わ
な
い
と
い
う
約
束
を

し
っ
か
り
守
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
。

新
一
年
生
は
元
気
の
良
い
返
事
で
そ
れ

に
応
え
て
い
ま
し
た
。

余
市
警
察
署
銀
山
駐
在
所
の
新
所
長

長
谷
川
博
伸
巡
査
部
長
着
任

仁木町選挙管理員会 芳岡委員長から当選証書を受け
取る佐藤さん。任期は令和３年５月13日から令和７
年５月12日までの４年間となります

仁
木
町
長
選
挙

佐
藤
聖
一
郎
さ
ん
再
選

　
４
月
20
日
、
任
期
満
了

に
伴
う
仁
木
町
長
選
挙
が

告
示
さ
れ
、
同
日
午
後
５

時
で
立
候
補
届
出
が
締
め

切
ら
れ
ま
し
た
が
、
現
職

の
佐
藤
聖
一
郎
さ
ん
（
45
歳

／
東
町
）
の
ほ
か
に
届
出
は

な
く
、
無
投
票
で
再
選
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
は
26
日
に
行

わ
れ
た
当
選
証
書
付
与
式

で
、
仁
木
町
選
挙
管
理
委

員
会 

芳
岡
廣
委
員
長
か
ら

仁
木
町
長
３
期
目
の
ス

タ
ー
ト
を
前
に
引
き
締

ま
っ
た
表
情
で
当
選
証
書

を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
芳
岡
委
員
長
は
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
予
防
に
よ
り
、
行
動
が

大
き
く
制
限
さ
れ
大
変
な

時
期
と
は
思
い
ま
す
が
、

こ
の
度
の
町
民
か
ら
の
付

託
を
重
く
受
け
止
め
、
健

康
に
十
分
留
意
さ
れ
、
今

後
も
研
鑽
と
精
進
に
努
力

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

北
海
道
芸
術
高
等
学
校

入 

学 

式 

挙 

行

賞
　
４
月
17
日
、
北
海
道
芸
術
高
等
学
校

（
広
域
通
信
制
・
単
位
制
）
札
幌
サ
テ

ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
の
入
学
式
が
、
コ

ロ
ナ
禍
で
時
間
を
短
縮
、
参
加
者
を
限

定
し
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
札
幌
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
の
今

年
度
の
入
学
者
は
１
０
０
名
。
マ
ン

ガ
・
イ
ラ
ス
ト
、
声
優
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
、
美
容
師
、
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
、
ダ
ン
ス
の
６
コ
ー
ス
を
設
置

し
て
お
り
、
芸
術
分
野
の
教
育
を
受
け

な
が
ら
、
高
校
卒
業
資
格
を
取
得
で
き

る
学
校
で
す
。

　
６
月
か
ら
本
校
舎
（
東
町
）
で
の
授

業
が
始
ま
り
、
今
年
度
も
全
国
か
ら
多

く
の
生
徒
が
町
に
や
っ
て
き
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
絆
」

町
民
憩
い
の
場
を

　
５
月
２
日
、
町
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
「
絆
」
の
メ
ン
バ
ー
と
そ
の
家
族
、

合
わ
せ
て
22
名
が
参
加
し
、
旧
町
営
球

場
跡
地
に
桜
の
植
樹
を
行
い
ま

し
た
。

　
同
団
体
は
、
昨
年
の
結
成
以

来
、
感
染
症
対
策
に
マ
ス
ク
や

ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
の
寄
贈
な
ど
を

実
施
。
代
表
の
細
川
栄
吉
さ
ん

は
「
桜
の
植
樹
は
結
成
当
時
か

ら
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い

た
も
の
。
綺
麗
な
桜
の
花
を
見

る
こ
と
の
で
き
る
、
町
民
憩
い

の
場
と
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す

ね
」
と
お
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「コロナ禍で地域内の交流が難しい
ご時世ですが、色々なところに顔を
出し、地域に溶け込んでいきたい」
と長谷川巡査部長

　
４
月
26
日
、
仁
木
町
高
齢
者

事
業
団
（
水
田
哲
夫
理
事

長
）
が
、
春
の
恒
例
行
事
で

あ
る
Ｊ
Ｒ
仁
木
駅
周
辺
の
清
掃

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
水
田
理
事
長
は
「
今
年

初
め
て
の
外
作
業
。
コ
ロ

ナ
を
吹
き
飛
ば
す
勢
い
で

取
り
組
み
、
今
年
一
年
の

活
動
に
弾
み
を
つ
け
ま

し
ょ
う
」
と
笑
顔
で
挨

拶
。
集
ま
っ
た
15
名
の
団

員
は
、
お
よ
そ
２
時
間
、
駅

周
辺
の
ご
み
拾
い
と
、
花
壇

の
手
入
に
汗
を
流
し
ま
し

た
。

仁
木
町
高
齢
者
事
業
団

春
の
Ｊ
Ｒ
仁
木
駅
周
辺
清
掃

活動では荒川所長による横断歩道や駐車車両について気を付
けることなどの実地訓練も行いました

札幌サテライトキャンパスの新入生100名。同校
は、全国６か所（札幌・仙台・池袋・横浜・名古
屋・福岡）に拠点があり、今年度は全国で486名が
入学、現在1,661名が在籍しています。

4/20 仁木小学校4/23 銀山小学校4/28 大江へき地保育所

5 令和３年５月 4令和３年５月
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こ
く
じ

さ
い
せ
ん

ふ

た
く

け
ん
さ
ん

き
ょ
こ
う

げ
ん
し
ょ
く
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●内容へのご意見、お問い合わせは　仁木町教育委員会　☎32-3621 まで

令
和
３
年
　
仁
木
町
成
人
式

輝
か
し
い
門
出
を
祝
い
、
新
成
人
16
名

ま
な
び
の
ス
タ
ー
ト 

　
　
　
〜
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

　
今
年
度
で
18
年
目
と
な

る
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

は
、
６
か
月
児
・
１
歳
６

か
月
児
健
診
の
機
会
に
、

赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
を
対

象
に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

と
絵
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

行
う
、
教
育
委
員
会
主
催

事
業
で
す
。

　
仁
木
町
で
育
つ
、
か
け

が
え
の
な
い
子
ど
も
た
ち
。

一
緒
の
時
間
を
過
ご
し
、

愛
情
に
満
ち
た
「
こ
と
ば
」

を
語
り
か
け
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
は
愛
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
知
り
、
喜
び

を
感
じ
ま
す
。
教
育
委
員

会
で
は
、
絵
本
を
と
お
し

て
、
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者

が
温
か
く
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
親
子
の

心
の
触
れ
合
い
を
感
じ
ら

れ
る
き
っ
か
け
づ
く
り
を

提
供
し
ま
す
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
予
防
対
策
の
た
め
、
当

面
の
間
は
、
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
は
実
施
せ
ず
、
絵

本
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
み

行
っ
て
い
ま
す
。

　
仁
木
建
設
協
会（
仁
木
洋
会
長
）

か
ら
、
町
内
各
学
校
に
児
童
生
徒

の
健
康
管
理
に
活
用
し
て
も
ら
う

た
め
非
接
触
体
温
計
付
ア
ル
コ
ー

ル
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
を
寄
贈
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
児
童
の
交
通
安
全
や
事

故
防
止
を
目
的
と
し
て
、
自
転
車

用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
例
年
寄
贈
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
、
今
年
も
寄
贈

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
同
協
会
か
ら
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
寄

贈
は
今
年
で
10
年
目
を
迎
え
、
心

温
ま
る
善
意
に
深
く
感
謝
し
ま

す
。

車座になって読み手の声に耳を傾ける赤
ちゃんと保護者のみなさん。絵本の温か
さ、読み手の愛情が伝わります

①町内４小中学校に寄贈いただいた非接触体温
計付アルコールディスペンサーと②自転車用ヘ
ルメット。感染症、交通事故から子どもたちを
守り、楽しく健やかな学校生活を

委員会
　 だより

14
No.

図
書
室
通
信

図
書
室
通
信

　
津
波
で
家
族
を
亡
く
し
、「
喜

び
」
以
外
の
あ
た
り
ま
え
の
感

情
を
奪
わ
れ
た
高
校
生
が
、
１

年
か
け
て
、
手
放
し
た
感
情
を

１
つ
ず
つ
取
り
戻
し
て
い
く
過

程
を
描
い
た
青
春
小
説
。

　
あ
り
ふ
れ
た
日
常
と
感
情
が

愛
お
し
く
な
る
喪
失
と
成
長
の

物
語
、
あ
た
り
ま
え
の
感
情
こ

そ
が
自
分
を
成
長
さ
せ
て
い
る

の
だ
と
伝
え
て
く
る
１
冊
で
す
。

　
図
書
室
に
お
立
ち
寄
り
の
際

は
是
非
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

銀
山
小
学
校  

６
年

鹿
野

　大
地

希
望
で
あ
る
六
年
生
の
目
標

　
僕
は
、
六
年
生
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ

の
自
覚
は
ま
だ
な
い
。
だ
か
ら
、覚
悟
を
も
っ

て
今
年
の
目
標
を
決
め
た
。

　
ま
ず
、
一
つ
目
は
、「
学
校
を
動
か
す
六

年
生
と
し
て
の
自
覚
を
持
つ
」
だ
。
僕
は
今

年
、
前
期
児
童
会
副
会
長
に
な
っ
た
。
だ
か

ら
、
そ
の
自
覚
を
も
っ
て
自
分
か
ら
行
動
す

る
。
そ
う
す
れ
ば
、
五
、
六
年
生
が
協
力
し

て
自
分
た
ち
の
手
で
学
校
を
動
か
そ
う
と
が

ん
ば
る
だ
ろ
う
と
思
う
か
ら
だ
。

　
二
つ
目
は
、「
自
分
の
力
で
課
題
を
解
決

し
て
、
そ
の
復
習
を
自
学
で
試
み
る
」
だ
。

六
年
生
の
学
習
内
容
は
、
や
は
り
難
し
い
。

例
え
ば
、
算
数
は
、
数
学
に
近
い
問
題
を
解

く
力
、
国
語
で
は
、
正
し
い
漢
字
を
使
っ
て

文
章
を
書
く
力
な
ど
を
身
に
つ
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
理
科
は
、
自
然
の
不
思
議
に
関

わ
る
こ
と
を
学
び
、
社
会
で
は
、
忘
れ
て
は

い
け
な
い
歴
史
を
学
ぶ
。
ど
れ
も
め
ん
ど
う

そ
う
だ
。
し
か
し
、
内
容
を
く
わ
し
く
読
み

取
っ
て
理
解
す
れ
ば
、
き
っ
と
楽
し
く
な
る
。

実
は
、
そ
れ
が
僕
の
楽
し
み
な
こ
と
な
の
だ
。

努
力
の
苦
の
後
は
楽
と
い
う
こ
と
だ
。

だ
い 

ち

仁
木
町
民
セ
ン
タ
ー
・
図
書
室

の
本
の
中
か
ら
、
お
す
す
め
の

本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
令
和
３
年
５
月
２
日
、
仁
木
町
民

セ
ン
タ
ー
・
多
目
的
文
化
ホ
ー
ル
で
、

令
和
３
年
仁
木
町
成
人
式
を
行
い
、

新
成
人
16
名（
男
性
９
名
、女
性
７
名
）

が
出
席
し
ま
し
た
。※

人
数
は
式
典
当
日

の
出
席
者
。
該
当
者
は
29
名

　
令
和
３
年
１
月
10
日
に
予
定
し
て

い
た
成
人
式
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
延

期
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
晴
れ
て
新

成
人
の
皆
さ
ま
の
輝
か
し
い
門
出
を

祝
福
で
き
た
こ
と
に
、
関
係
者
の
皆

さ
ま
を
は
じ
め
、
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
式
典
当
日
は
、
マ
ス
ク
着
用
の
も

と
、
入
口
で
の
手
指
消
毒
と
検
温
、

入
場
者
の
制
限
や
式
典
内
容
の
短
縮

等
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
予

防
対
策
を
十
分
に
講
じ
て
行
い
、
新

成
人
は
振
り
袖
や
ス
ー
ツ
姿
で
出
席

し
、
旧
友
と
の
再
会
に
笑
顔
が
溢
れ

る
光
景
も
見
ら
れ
、
会
場
は
華
や
い

だ
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
主
催
者
で
あ
る
仁
木
町
教
育
委
員

会
の
岩
井
教
育
長
は
、「
皆
さ
ん
は
、

数
多
く
の
権
利
が
与
え
ら
れ
る
一
方

で
、
社
会
に
対
す
る
責
任
と
義
務
を

負
う
。
こ
れ
か
ら
は
、
一
人
の
大
人

と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
ど
の
よ
う

な
時
で
も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
強
い

精
神
を
も
っ
て
行
動
し
て
く
だ
さ
い
」

と
式
辞
を
述
べ
、
来
賓
と
し
て
出
席

さ
れ
た
佐
藤
町
長
と
横
関
議
長
か
ら

は
、
新
成
人
へ
向
け
た
お
祝
い
の
こ

と
ば
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
新
成
人
代
表
の
泉
谷
草
太
さ
ん
は
、

「
日
本
国
憲
法
に
保
障
さ
れ
た
自
由
と

平
等
の
権
利
の
も
と
に
、
そ
の
義
務

と
責
任
を
果
た
し
ま
す
」
と
宣
誓
し
、

式
典
の
最
後
に
は
、
田
中
美
玖
さ
ん

か
ら
「
大
人
と
し
て
の
自
覚
と
責
任

を
し
っ
か
り
持
ち
、
社
会
の
一
員
と

し
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
育
て
て
く
だ
さ
っ
た
家
族

や
先
生
方
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
深
く

感
謝
い
た
し
ま
す
」
と
新
成
人
と
し

て
の
決
意
や
感
謝
の
気
持
ち
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　
成
人
を
迎
え
た
皆
さ
ま
、
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

泣
い
て
も
、
笑
っ
て
も
、
愛
お
し
い
、

　
　
　
　
　
　子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
「
こ
と
ば
」

善
意
に
感
謝
し
ま
す

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

　
　
　
　
　

  

成
長
の
た
め
に

●
沖
晴
く
ん
の
涙
を
殺
し
て

額
賀

　
　澪

　著

ぬ
か
が

　
　
　
　み
お

こ
う

せ
ん
せ
い
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む
く
み
と
聞
い
て
皆
さ
ま
は
何
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
？
む
く
み

の
原
因
に
は
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
む
く
み
の
背
景
に
は
病

気
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
む
く
み
は
見
て
触
っ
て
分
か

る
身
体
の
サ
イ
ン
で
あ
る
た
め
、
皆
さ
ま
も
是
非
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

●
む
く
み
と
は
？

　
左
の
図
の
よ
う
に
、
何
ら
か

の
原
因
に
よ
っ
て
、
皮
膚
の
下

に
水
分
が
過
剰
に
溜
ま
っ
た
状

態
で
す
。
血
液
中
の
水
分
が
血

管
の
外
に
異
常
に
浸
み
出
し
た

状
態
で
、
専
門
的
な
言
葉
で
は

「
浮
腫
」
と
い
い
ま
す
。

●
健
康
な
方
に
も
見
ら
れ
る

　
む
く
み
に
つ
い
て

　
む
く
み
は
健
康
な
方
に
も
見

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
・
立
ち

仕
事
な
ど
の
後
、
塩
分
・
ア
ル

コ
ー
ル
の
摂
り
過
ぎ
、
筋
力
低

下
・
運
動
不
足
な
ど
で
む
く
み

や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
む
く
み
は
、
１
日
経

過
し
た
り
生
活
を
見
直
す
こ
と

で
改
善
し
て
い
く
た
め
、
あ
ま

り
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
の
む
く
み
の
対
処
方

法
と
し
て
、
例
え
ば
、
身
体
を

温
め
る
・
顔
や
手
足
の
リ
ン
パ

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
す
る
・
か
か
と

の
上
げ
下
げ
運
動
や
足
首
回
し

を
す
る
・
寝
る
と
き
は
足
を
挙

げ
る
な
ど
が
あ
り
、
血
行
が
良

く
な
る
こ
と
で
む
く
み
の
解
消

が
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
む

く
み
の
予
防
方
法
と
し
て
、
例

え
ば
、
塩
分
や
ア
ル
コ
ー
ル
を

摂
り
す
ぎ
な
い
・
カ
リ
ウ
ム
の

多
い
野
菜
や
果
物
を
積
極
的
に

摂
る
な
ど
が
あ
り
、
こ
う
し
た

生
活
習
慣
の
見
直
し
が
む
く
み

予
防
に
役
立
ち
ま
す
。

※

カ
リ
ウ
ム
の
摂
取
制
限
が
あ
る
方

　
は
主
治
医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

●
病
気
が
原
因
と
な
る
む
く
み
に
つ
い
て

　
む
く
み
に
は
病
気
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
た
め
、
ど
ん

な
種
類
の
む
く
み
か
を
観
察
す
る
こ
と
で
医
療
機
関
な
ど
に
相
談
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
病
気
の
可
能
性
が
高
い
む
く
み
に
つ
い
て
は
、
原
因

と
な
る
病
気
の
治
療
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

全身・左右対称のむくみ身体の片側や限定的な場所のむくみ

しばらく痕が残る すぐに元に戻るしばらく痕が残る すぐに元に戻る

心臓・腎臓・肝臓
の病気、薬の副作
用など

甲状腺の機能が低下
する病気など

リンパ節切除術後、
がんのリンパ節への
転移、食べ物・薬・
ゴム製品などのアレ
ルギーなど

＊エコノミークラス症候群1：食事や水分を十分に摂らない状態で、車などの狭い座席に長時間座り、足を動かさないと
　血液の流れが悪くなり、血の固まりができやすくなる状態。血の固まりが肺などで詰まることもある。
＊蜂窩織炎2：皮膚や皮下脂肪にかけて細菌が入り込んで起こる皮膚の感染症。　

エコノミークラス症
候群1、蜂窩織炎2、
虫刺され、やけど、
変形性膝関節症など

ほう　か  しき  えん

むくんでいる部分を指で押すと… むくんでいる部分を指で押すと…

考えられる原因 考えられる原因考えられる原因考えられる原因

息苦しい、胸が痛い、体重が増えたなど、いつもと違う症状が
あるときは、医療機関などに相談しましょう。

●むくみの観察の仕方
　足のすね、踵、足の甲を指で押します。足以外にも顔や手な
どむくみは全身に見られることがあるため、他の部位にむくみ
が見られるかどうかも確認してみましょう。

かかと
すね

足の甲

踵

指の痕は残り
ますか？左右
対称ですか？

健康プラザ 体に　　　　　   いい話

地域包括支援センター　保健師 村上　　萌
むらかみ もえ

気づいて身体のサイン！
見て触って分かるむくみについて

　「新型コロナウイルスに感染したかも…」と心配になったとき、発熱や体調が「いつも
と違う」と感じたときは、かかりつけ医または下記の相談センターにお電話を！

北海道新型コロナウイルス感染症
健康相談センター 0120-501-507（24時間対応・通話無料） ☎

新型コロナウイルス感染症に関するご相談は

感染対策のポイントを再確認して、自分と周りの人の健康と命を守りましょう

外から帰ったら、食事の前、くしゃ
みをした後など、こまめに、丁寧
に手洗い、手指消毒しましょう。

食事中は「黙食」
外食に限らず、職場・学校でも
食事中の会話を控える「黙食」
を実践し、食事中、マスクなし
での会話は控えましょう。

手洗い・手指消毒を
こまめに、丁寧に

体調管理をしっかり

混雑・ひとごみを避け、スーパー
やバス停で並ぶときも人との距
離を保ちましょう。

毎日体温を測るなど、健康
チェックを行い、しっかりと
体調管理しましょう。発熱や
風邪の症状があるときは、無
理せず休養をとりましょう。

人との距離を
保ちましょう

会話するときは必ずマスクをつ
けましょう。鼻を出してつけた
りせず、隙間の無いよう正しく
つけましょう。

定期的に窓やドアを開けて室内
の換気をしましょう。
窓やドアなど、２か所を開ける
と効率よく換気ができます。

マスクを
正しくつけましょう

こまめに換気を

新型コロナウイルス感染症
しっかり予防を！

　現在、国内の新型コロナウイルス感染症は、急速に変異株への置き換わりが起きようとしています。
　変異株は従来株に比べ感染力が強い可能性があり、これまで重症化することが少なかった若年層など
の重症化率も高く、高齢者でなければ大丈夫というのは過去の話となっています。
　ここでは、改めて皆さまに徹底して欲しい感染対策などについてお伝えします。
※この情報は令和３年５月12日現在のものです。最新の感染状況に注意し、国・北海道・町からの協力要請に応じた対策に取
り組んでください。

　長引くコロナ禍により、町民の皆さまはストレスや不安を抱えていることと思いますが、新型コロナ
ウイルスは、誰もが感染する可能性があり、感染した人が悪いということはありません。町では、今後
も新型コロナウイルス感染症に関する情報を随時提供しますので、誤った情報に惑わされず、正しい情
報に基づいた、冷静な思いやりのある行動をお願いします。

黙

９ 令和３年５月 ８令和３年５月

皮膚

血管
通
　
常

染
み
出
す
水
分

染
み
込
む
水
分

染
み
出
す
水
分

む
く
み

染
み
出
す
水
分

染
み
込
む
水
分

ふ
　
し
ゅ

ま
ち
の
話
題

特
集

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

健
康
プ
ラ
ザ

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
の
伝
言
板

ま
ち
の
話
題

特
集

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

健
康
プ
ラ
ザ

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
の
伝
言
板
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ま
ち
の
話
題

特
集

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

健
康
プ
ラ
ザ

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
の
伝
言
板

ま
ち
の
話
題

特
集

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

健
康
プ
ラ
ザ

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
の
伝
言
板

住宅地などでの農薬散布に注意しましょう

　春から秋にかけて、農薬を散布する機会が多くなります。学校等の公共施設や住宅地付近の畑等では、
周辺住民への健康被害が生じないように、通学時間等人通りの多い時間帯を避けたり、散布時に周囲の方
へお知らせするなどの配慮をよろしくお願いします。

産業課農政係
☎32-2515

お 問 い 合 わ せ 先

停電情報を LINE・チャットでお知らせします

★停電情報をＬＩＮＥでお知ら
せします。ぜひお友だち追加
をしてください。

●お問い合わせ先　北海道電力ネットワーク㈱ 余市ネットワークセンター お客さまサービス課
　　　　　　　　　☎0120-060-593（平日９時～ 17 時）

★停電・設備に関するお問い合わ
せはチャットでも受付していま
す。ぜひご活用ください。

企画課情報防災係
☎32-3953

お 問 い 合 わ せ 先令和３年経済センサス
　　　ー 活動調査の実施について

　令和３年６月１日現在で、「令和３年経済センサ
スー活動調査」を実施します。「経済センサスー活
動調査」は、国が行う調査の中でも特に重要かつ大
規模な統計調査で、すべての産業分野における事業
所・企業の経済活動の状況を明らかにすることを目
的としており、全国のすべての事業所・企業が対象
になります。
　調査員が順次事業所を訪問し、調査票の配付を行
いますので、新型コロナウイルス感染症拡大を考慮

し、できる限りインターネットによる回答をお願
いします。
　なお、インターネットでの回答が難しい場合
は、紙の調査票に必要事項を記入いただき、調査
員に提出する方法でも回答できます。
　皆さまの調査へのご
理解・ご協力をよろし
くお願いします。

企画課未来創生係
☎32-3953

お 問 い 合 わ せ 先

町内で工事用車両の往来増が見込まれます

　８月から11月にかけ、町内で工事が行われてい
る北海道新幹線二ッ森トンネル工事、後志自動車
道延伸工事に従事する工事用車両の往来増が見込
まれます。
　工事用車両はいくつかの運行ルートを設定し、

交通安全に十分留意し町内を通行しますので、皆
さまのご理解とご協力をお願いします。
　ご不明な点などございましたら、企画課未来創
生係までお問い合わせください。

とうけい

産業課農政係
☎32-2515

町からのお知らせ

わな猟免許・第一種銃猟免許・猟銃
所持許可取得補助金制度

お 問 い 合 わ せ 先

産業課農政係
☎32-2515

お 問 い 合 わ せ 先

鳥獣被害防止対策機器の補助金

　町では、エゾシカなどの農作業被害を軽減するため有害鳥獣対策に必要な資格取得に対する補助
を行っています。

　狩猟免許とあわせて、10アール以上の農
地を所有する農業者を対象にアライグマ用
箱わな、シカ用くくりわな、シカ侵入防止
電気柵、シカ用音響・発光忌避機材の購入
について一定の補助を実施しています。
　アライグマ用箱わなは、補助率２／３
（補助限度額８千円）で、わな猟免許所持
又は、アライグマ防除に係る講習受講が必
要です。シカ用くくりわなは、補助率２／
３（補助限度額８千円）で、わな猟免許所
持とわな保険の加入が必要です。わな免許

取得の制度とあわせてご検討ください。シカ
侵入防止電気柵は補助率２／３（補助限度額
80千円）、シカ用音響・発光忌避機材は補
助率２／３（補助限度額40千円）です。
　また、補助した機器については、設置日数
と捕獲した個体数などを町に報告していただ
く必要があります。有害鳥獣からの被害軽減
は皆さま一人ひとりの力が重要です。
　詳しい情報は産業課農政係までお問い合わ
せください。

　仁木町が取り組んでいる各種事業・施策、国・北海道・関
連機関からのお知らせなど、暮らしに役立つ情報をご紹介し
ます。
　活用してみたい制度や、気になる情報がありましたら、お
気軽にお問い合わせ先までご連絡ください。

　わな猟免許は14千円、第一種銃猟免許は17
千円、猟銃所持許可は75千円が補助上限で
す。なお、銃猟免許取得及び猟銃所持許可に
ついては50歳以下の方が対象です。
　免許取得後10年間は、北海道猟友会仁木支
部及び仁木町鳥獣被害対策実施隊への加入が

必要で、狩猟免許及び猟銃取得後の狩猟方
法、具体的な被害軽減対策についても先輩方
がサポートします。
　取得を希望される方、詳しい情報を希望さ
れる方は事前に産業課農政係までお問い合わ
せください。

じゅうりょう

しゅりょう



●
仁
木
町
人
事（
５
月
１
日
付
け
）

▼
住
民
課
福
祉
あ
ん
し
ん
係
主
事

（
新
規
採
用
）菅
野
永
喜
▼
産
業
課

商
工
観
光
振
興
係
主
事
（
新
規
採

用
）吉
江
翼

●
仁
木
町
教
育
委
員
会
事
務
局
人
事

（
５
月
１
日
付
け
）

▼
生
涯
学
習
係
主
任（
新
規
採
用
）

木
村
友
美

仁
木
町
人
事

●産業課 商工観光振興係 主事

　この度、仁木町役場で働かせていた
だくことになりました吉江です。
　前職は小樽で観光業に従事しており
ました。自然あふれる仁木町でご縁あ
り働けることを、大変嬉しく思いま
す。町の発展のために精一杯頑張りま
すのでよろしくお願いします。

吉  江　　 翼 さん （38歳）
よし え つばさ

新入
職員

●教育委員会事務局 生涯学習係 主任

　この度、仁木町役場で働くことに
なりました木村です。登山やスノー
ボードなど体を動かすことが好き
で、自然に囲まれた仁木町で働くこ
とを嬉しく思っております。1日も
早く皆さまのお役に立てるよう努力
してまいります。どうぞよろしくお
願いいたします。

木  村  友  美 さん （39歳）
き むら みとも

新入
職員

●住民課 福祉あんしん係 主事

　はじめまして、仁木町役場で働か
せていただくことになりました菅野と
申します。自然豊かで温かみある仁木
町で働けることを嬉しく思います。
　至らない点が多々あると思います
が、よりよい町づくりのため尽力いた
しますので、どうぞよろしくお願いし
ます。

菅  野  永  喜 さん （28歳）
かん の きえい

新入
職員

民生委員児童委員（敬称略）

主任児童委員（敬称略）

村井　康男
東町稲園、北町協和、北町コスモス30

西岡千恵子
南町桜台、大江（１班）

大原知恵美
大江（２班・３班）

菊池　修身
銀山第１、銀山第２、銀山中央、銀山稲穂

芳岡　　廣
銀山共栄、銀山第３、銀山ぎんれい36

加藤　浩子
長沢南、尾根内

東郷　昌弘
仁木地区、然別地区

菅　　　敦
大江地区、銀山地区

浅田　澄枝
北町日の出、北町中央第一、北町ふれあい39

福井　祥子
北町中央第２ 北町銀座

森川　一美
北町中央第３、北町中央第４、北町中央第５

林　　伸一
東町金光、東町瑞穂、東町緑、東町みずほ32

乙茂内正悦
西町表通、旭台

髙橋　利幸
西町西部、西町民生、南町東睦、南町種川、砥の川

本田　治子
然別

13 令和３年５月 12令和３年５月

ま
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題

特
集

教
育
委
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会
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よ
り

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
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健
康
プ
ラ
ザ

町
か
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ら
せ

く
ら
し
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伝
言
板

ま
ち
の
話
題

特
集

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

健
康
プ
ラ
ザ

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
の
伝
言
板

６月は
『外国人労働者問題啓発月間』です

ハローワーク余市
☎22-3288

お 問 い 合 わ せ 先

　なお、厚生労働省では労働施策総合推進法に基づく、外国人労働者の適正な雇用管理のための指針を定めて
いますので、確認いただき、外国人を雇用する際は、ルールを守って適正に雇用するようお願いします。
　詳細につきましてはハローワーク余市までお問い合わせください。

　国内で就労している外国人は多数おりますが、その就労状況をみると、社会保険などの未加入や適正な労
働条件が確保されていないなどの問題が散見されます。
　このような状況を踏まえ、外国人を雇い入れる際は、次の３点を確認ください。

①就労が認められる在留資格であること
②雇入れ・離職の際には、それぞれハローワークに届出を行うこと
③労働保険・社会保険などの加入をはじめ適正な雇用管理を行うこと

後志総合振興局小樽道税事務所
☎0134（23）9441

お 問 い 合 わ せ 先令和３年度の自動車税種別割の
納期限について

５月31日（月）が納期限です。
・自動車税種別割は毎年４月１日現在に自動車をお

持ちの方に納めていただく道税です。
・コンビニ・クレジットカード（インターネット利

用のみ）でも納税できます。

・５月６日に納税通知書を発付しますので、納期
限までに納税をお願いします。

・納税通知書が届かない方や納税についてお問い
合わせがある方は、後志総合振興局小樽道税事
務所まで連絡ください。

じどうしゃぜいしゅべつわり



　北海道警察では、皆さまの安心安全な生活を守るため日々努力しておりますが、その実現には、皆さま
のご協力が必要不可欠です。このコラムでは、皆さまに実践していただきたい様々なポイントをご紹介し
ています。今月は、小学生の交通事故防止についてお話します。

余 市 警 察 署 だ よ り 小学生の飛び出しに注意

　過去５年間の道内における、小学生が被害にあった交通事故について分析すると

　●被害にあった小学生の43％に飛び出しや信号無視などの違反がある

　●学年別では、１年生から３年生の事故が多い（全体の約71％）

　●他の学年より、１年生の事故が多い（全体の約34％）

　●特に、１年生の事故は５月下旬に急増し、登下校中の被害が多い
　という統計的な特徴があります。

　子どもは、何かに夢中になると、周りが見えなくなってしまう傾向があり
ます。遊びに夢中になっているとき、友達や親を見つけたときなどは、周り
が見えなくなり、道路に飛び出してしまう危険があります。
　特に友達と一緒の登下校中は、楽しいことがいっぱいな分、危険も多いの
です。
　運転手のみなさん、子どもは、いつ飛び出してくるかわかりません。公園
や、学校の近く、住宅街では、小学生が歩いているかもしれません。横断歩
道がある場所、交差点や、家の門の近くなどは、子どもの飛び出しが考えら
れる場所です。
　特に、車の陰や、家の塀、建物など見通しが悪い
ところは、『子どもが飛び出してくるかもしれな
い」と考え、慎重な運転を心がけて下さい。　
　また、保護者の方は、お子さんが道路に飛び出さ
ないように、見守りや、指導をお願いします。

く
ら
し
の
伝
言
板

国
民
年
金
に
関
す
る
お
知
ら
せ

●
「
年
金
振
込
通
知
書
」
が
送

付
さ
れ
ま
す

　
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
は
、

４
月
・
６
月
・
８
月
・
10
月
・

12
月
・
２
月
の
年
６
回
に
そ
れ

ぞ
れ
前
２
か
月
分
（
６
月
に
支

給
さ
れ
る
の
は
４
月
分
と
５
月

分
の
年
金
で
す
）
が
支
給
さ
れ

ま
す
が
、
そ
の
年
度
に
支
給
さ

れ
る
年
金
額
を
お
知
ら
せ
す
る

「
年
金
振
込
通
知
書
」
は
、
毎

年
６
月
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
通
知
書
は
向
こ
う
１
年

間
の
年
金
額
を
お
知
ら
せ
す
る

も
の
で
す
。
な
お
、
年
度
途
中

で
年
金
額
な
ど
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
は
、
そ
の
都
度
お
知
ら

せ
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

●
年
金
事
務
所
に
相
談
に
行
か

れ
る
際
に
は
ご
予
約
を
お
勧

め
し
ま
す

　
小
樽
年
金
事
務
所
で
は
、
予

約
に
よ
る
年
金
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
予
約
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
相
談
内
容
に
応
じ
た
事
前

善
意
に
感
謝

　
次
の
方
々
か
ら
、
本
町
へ
貴
重
な
ご
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

●
関
　
虎
大
朗 

様
（
東
町
）
よ
り
▼
甲
子
園

鉛
筆（
２
４
０
本
）／
児
童
生
徒
の
学
習
支

援
の
た
め

●
仁
木
建
設
協
会 

様
（
仁
木
洋
会
長
）
よ
り

▼
非
接
触
体
温
計
付
ア
ル
コ
ー
ル
デ
ィ
ス

ペ
ン
サ
ー
４
基
／
小
中
学
校
児
童
生
徒
の

健
康
管
理
に
活
用
し
て
も
ら
う
た
め

　
▼
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
／
小
学
校
児

童
の
交
通
安
全
に
活
用
す
る
た
め

戸
籍
の
窓

●
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

　
仁
部
　
晴
喜 

ち
ゃ
ん （
銀
　
山
）

仁
木
町
公
益
貢
献
賞

　
町
で
は
、
町
内
在
住
55
年
以
上
、
か
つ
88

歳
以
上
の
方
へ
、
町
の
公
共
事
業
及
び
公
益

の
た
め
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
と
し
て
、
仁
木

町
表
彰
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
、
賞
状
と
記

念
品
を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の
度
受
賞

さ
れ
た
方
は
次
の
方
で
す
。

齊
藤
　
シ
ゲ 

様
（
99
歳
／
北
町
）　

　
永
年
の
ご
尽
力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

心
よ
り
お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
満
18
歳
未
満
の
お
子
さ
ま
に
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
機

器
を
利
用
さ
せ
る
場
合
、
保
護
者
の
方
は

次
の
点
に
充
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
適
切
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
て
子
ど
も
た
ち
を
言

葉
巧
み
に
誘
い
出
し
、
事
件
や
ト
ラ
ブ
ル

に
巻
き
込
ま
れ
る
深
刻
な
事
件
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
す
る

知
識
、
情
報
モ
ラ
ル
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
親
子
で
身
に
つ
け
、
正
し

く
利
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

●
家
庭
の
ル
ー
ル
を
作
る

　
長
時
間
利
用
に
よ
る
ネ
ッ
ト
の
依
存
症

も
増
加
し
て
い
ま
す
。
適
切
な
生
活
習
慣

が
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
お
子
さ
ま

と
一
緒
に
話
し
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
家
庭

の
ル
ー
ル
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
「
利
用
時

間
は
夜
９
時
ま
で
」
な
ど
、
ル
ー
ル
は
具

体
的
に
決
め
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

●
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
な
ど
を
設
定
す
る

　
「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
」
は
、
知
識
が
十

分
で
な
い
お
子
さ
ま
が
、
不
用
意
に
違

法
・
有
害
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
な
い
よ

う
制
限
す
る
機
能
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が

事
件
・
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に

お
子
さ
ま
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
利
用
に
つ
い
て

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
に
は
必
ず
「
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
」
を
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

　
実
際
に
起
き
た
ト
ラ
ブ
ル
事
例
を
も
と

に
、
予
防
法
と
対
策
法
を
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
事
例
集
（
２
０
２
０
年

度
版
）
」
と
し
て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の

で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.soum

u.go.jp/m
ain_s

osiki/joho_tsusin/kyouiku_joho-
ka/jireishu.htm

l

検
索
ワ
ー
ド
：
総
務
省
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ト
ラ
ブ
ル
事
例
集

 

　  

総
務
省
北
海
道
総
合
通
信
局

情
報
通
信
部
電
気
通
信
事
業
課

 

　  

０
１
１
（
７
０
９
）
２
３
１
１

（
内
線
４
７
０
４
）

準
備
が
さ
れ
て
お
り
、
待
ち
時

間
も
無
く
ス
ム
ー
ズ
に
相
談
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
相
談
会
場
は
小
樽
年
金
事
務

所
。
予
約
相
談
の
実
施
時
間

は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝

日
を
除
く
）
の
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
４
時
。

　
予
約
申
し
込
み
は
、
左
記
の

予
約
専
用
受
付
電
話
、
又
は
小

樽
年
金
事
務
所
ま
で
。

　
国
民
年
金
に
係
る
照
会
や
相

談
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　 

予
約
専
用
受
付
電
話

　 

０
５
７
０
（
０
５
）
４
８
９
０

　 

小
樽
年
金
事
務
所

　 

０
１
３
４
（
６
５
）
５
０
０
２

　 

住
民
課
住
民
係

　 

（
３
２
）
２
５
１
３

Ｒ元 .7.21 ～Ｒ３.４.30

648日仁木町内での事故発生状況

１件 １人０人
３件 ５人０人

４月発生件数
Ｒ３年累計
※令和３年１月１日から人身事故のみ集計

区　分 件数 死者 負傷者

こ
う
き
ょ
う
じ
ぎ
ょ
う

い
し
ょ
く

こ
う
え
き

15 令和３年５月 14令和３年５月

平
和
を
守
る
、
力
に
な
る
。

各
種
自
衛
官
募
集

　
自
衛
隊
で
は
、
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
・

女
子
）
、
技
術
海
上
・
航
空
幹
部
、
技
術
海

曹
・
空
曹
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
自
衛
官
候
補
生
及
び
一
般
曹
候

補
生
の
採
用
年
齢
が
、
18
歳
以
上
33
歳
未

満
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

　 

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
小
樽
地
域
事
務
所

 

　 

０
１
３
４
（
２
２
）
５
５
２
１

お問合わせ先　　住所　　電話番号　　ホームページ　　メールアドレスHP〒お問合わせ先　　住所　　電話番号　　ホームページ　　メールアドレスHP〒

行
政
相
談
委
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　
令
和
３
年
４
月
１
日
付
け
で
、
次
の
方

が
総
務
大
臣
か
ら
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

　
新
　
藤
　
　
　
昇

　
　
仁
木
町
東
町
９
丁
目
44
番
地
２

　
　（
３
２
）
２
３
１
３

　
行
政
相
談
委
員
は
、
無
報
酬
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
、
国
民
の
皆
さ
ま
か
ら
、

国
の
行
政
活
動
全
般
に
関
す
る
苦
情
や
相

し
ん
　
　
と
う
　
　
　
　
　 

の
ぼ
る

〒

談
を
受
け
付
け
、
相
談
者
へ
の
助
言
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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●リハCaféニキボー（銀山地区）　銀山生活改善センター／13:30～15:30　  地域包括支援センター
　　 32-3855  ※予約制

●無料あんしん法律相談　 保健センター／13:30～14:30　 社会福祉協議会　 32-3959  ※予約制

●運転免許更新時講習  違反講習／13:00～ 優良講習／15:30～　 余市町中央公民館　 余市警察署　  22-0110

●運転免許更新時講習  違反講習／13:00～ 優良講習／15:30～　 余市町中央公民館　 余市警察署　  22-0110

●リハCaféニキボー（大江地区）　大江コミュニティセンター／13:30～15:30　 地域包括支援センター
　　 32-3855  ※予約制

●フォローアップ教室　 町民センター／第１部：9:30～10:30　第２部：10:45～11:45　第３部：13:30～14:30
　　 地域包括支援センター　 32-3855  ※参加者募集中

●フォローアップ教室　 町民センター／第１部：9:30～10:30　第２部：10:45～11:45　第３部：13:30～14:30
　　 地域包括支援センター　 32-3855  ※参加者募集中

●広報『仁木』５月号発行　 総務課　 32-2511

●第11回仁木町農業委員会総会 　 委員会室／9:30～

●広報『仁木』６月号発行　 総務課　 32-2511

　林病院　 22-5188
　今野設備　 090-3118-4433

　堀川管工設備工業　 23-3032

　よいち北川眼科医院　 22-1308
　長内水道配管　 32-2105

　池田内科クリニック　 23-8811
　関組　 22-4782

　Niki配管設備　 32-2647

　黒川町整形外科クリニック　 22-2447（余市神社例大祭のため当番医）

　森内科胃腸科医院　 32-3455
　高橋配管設備　 22-5571

　北悠建設　 32-3101

　藤田設備　 080-3268-0706

総務課広報交通係
☎32-2511

未来ある子どもたちを交通事故から守りましょう！

仁木町チャイルドシート購入補助事業

チャイルドシートは大切な命を守ります
　警察庁、JAFの調べによると、６歳未満の子ども
のチャイルドシート着用率は70％程度で、年齢が上
がるにつれ着用率は下がる傾向にあります。
　チャイルドシート未着用で事故が起きると、子ど
もは車内で強い衝撃を受けることはもちろん、場合
によっては車外に飛び出してしまうなど大きな危険
にさらされます。万が一のリスクを減らすためにも、
必ずチャイルドシートを使用しましょう。

チャイルドシート購入補助の申請方法
　補助金の申請をされる方は、次の書類を持参のう
え、総務課窓口で申請してください。

１．チャイルドシート購入時の領収書やレシート
２．国土交通省認定形式指定マークが確認できる

もの（チャイルドシートの取扱説明書など）
３．助成金の交付を受けようとする方、チャイルド

シートを使用するお子さんの身分を証明するも
の（運転免許証、健康保険証、母子手帳など）

４．振込先金融機関の口座がわかるもの
５．印鑑

 

お 問 い 合 わ せ 先

　町では、平成12年度から、６歳未満のお子さんをお持ちの保護者の皆さまに、チャイルドシート購入費の一部を
補助する事業を行い、昨年度末までに197件の補助を行っています。地域の宝である子どもたちの命を守るため、
チャイルドシート購入費の一部を補助しますので、お気軽にお問い合わせください。

●離乳食教室　 保健センター／10:00～12:00　 ほけん課　 32-2514  ※対象者のみ

●行事名　　会場　　お問合わせ先　　電話番号　　メール　　当番病院　　歯科当番医　　水道修理

●行事名　　会場　　お問合わせ先　　電話番号　　メール　　当番病院　　歯科当番医　　水道修理

●戸籍、出生・死亡、ごみなどのお問合せは　      　住　民　課　  32-2513
●国保、介護、育児、健康相談などのお問合せは    　ほ け ん 課 　 32-2514
●その他、行政に関するお問合せは　　　　　    　総　務　課 　 32-2511

まちのカレンダー
まちの『どうしたらいいの？』は、以下の担当課までお問い合わせください

●令和３年６月●令和３年５月

25㊋

26㊌

1 ㊋

2 ㊌

24㊊

28㊎

7 ㊊

20㊍ 4 ㊎

22㊏

23㊐

21㊎

27㊍

29㊏

30㊐

6 ㊐

31㊊

3 ㊍

11㊎
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10㊍

8 ㊋
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日 月 火 水 木 金 土

25 26 27 28 29 30 1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 2930 31

日 月 火 水 木 金 土

30 31 1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 1 2 3

12㊏

13㊐

●第２回ブックスタート事業　 保健センター／14:00～　 教育委員会　 32-3621  ※対象者のみ

●１歳・１歳６か月・３歳児健診・歯科健診　 保健センター／13:00～　 ほけん課　 32-2514  ※対象者のみ５
月

５
月

６
月

仁木町交通安全推進委員会
☎32-2511

運転免許証の自主返納について考えてみませんか？

運転経歴証明書発行手数料を負担します

運転免許証を自主返納するとどうなるの？　
　運転免許証を返納した方には、希望すると「運転
経歴証明書」が交付されます。運転経歴証明書は、
運転免許証と同様に公的な本人確認書類として使
え、更新の必要はありません。
自主返納や運転経歴証明書を申請したいときは？
　運転免許証自主返納の申請、運転経歴証明書の交
付申請は、運転免許センターや警察署で行えます。
　具体的な申請場所や受付時間、申請に必要な書

類、手数料、要件など、詳細については余市警察署
（☎22-0110）までお問い合わせください。
運転経歴証明書発行手数料の補助を受けられる方へ
　運転経歴証明書発行手数料の補助を希望される方
は、仁木町交通安全推進委員会事務局（総務課）へ
　１． 発行された『運転経歴証明書』
　２．印鑑
　をお持ちになり、窓口で申請してください。

 

お 問 い 合 わ せ 先

　最近、運転技術に自信が無くなってきた、周りの方からもそう言われるなど、そろそろ運転を卒業しようかなと
お考えの方は、運転免許証の自主返納について考えてみませんか？
　仁木町交通安全推進委員会では、町内在住65歳以上のドライバーさんを対象に、運転経歴証明書発行手数料の
助成を行っています。詳しくは交通安全推進委員会までご連絡ください。

うんてん

けいれきしょうめいしょ
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一生に一度の晴れ舞台「成
人式」。今年は新型コロナ
ウイルスの影響で、５月２
日に挙行されました。桜の
花が満開の中での成人式。
日本の春を象徴する薄紅の
桜と、華やかな晴れ着の競
演は見事で、春の成人式も
良いと、しみじみ感じまし
た。新しく成人を迎えられ
た皆さま、ご親族の皆さ
ま、誠におめでとうござい
ます。（撮影場所／西町）今月の表紙 ●お問い合わせ先　総務課広報交通係 ☎32-2511
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報
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広
報
の
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る
、
町
内
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四
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を
切
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取
っ
た
写

真
を
募
集
し
て
い

ま
す
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デ
ジ
タ
ル

カ
メ
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だ
け
で
な
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、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
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影
い

た
だ
い
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で

も
構
い
ま
せ
ん
。

『
と
っ
て
お
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仁
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の
写
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を
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寄
せ

く
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い
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は
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さ
い
。
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中
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画
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り
10
年
の
指
針

仁木町地域おこし協力隊コラム

●ひとの動き　（令和３年４月30日現在 住民基本台帳より）
　人口／3,161人（前月比＋14）  男性／1,538人（前月比＋14）  女性／1,623人（前月比±０）  世帯数／1,663世帯（前月比＋11）
　外国人人口／60人  男性／７人  女性／53人  世帯数／55帯　※外国人人口及び世帯数は外数です
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と
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で
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。
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す
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、
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地域おこし協力隊

嶋 倉  健 悟

オンラインなど新しいPR活動で
仁木町の魅力を発信していきます
オンラインなど新しいPR活動で
仁木町の魅力を発信していきます


